
  
夏休みまであと少し・・・ 

 いよいよ本格的な夏の到来を感じる今日このごろとなりました。６月に行われた校外学習では、国会議事堂、

科学技術館へ見学に行き、生の教材でしっかりと学習してくることができました。多くの学校も見学に訪れてい

ましたが、本校の子供たちは実行委員を中心として、普段の学校生活の延長として、挨拶や礼儀を意識して行動

することができました。また、バスレクも各クラスで工夫を凝らし、親睦を深めることもできました。保護者の

皆さまのご協力のおかげで、また一つ大切な思い出をみんなで作ることができたことを深く感謝いたします。子

どもたちの大きな成長を感じるとともに、見えてきた課題については、日頃の生活や様々な活動を通して、改善

しながら取り組んでほしいと思っています。 

ここのところ蒸し暑い日々が続いていますが、子供たちは委員会やたて割り活動など、６年生としての仕事に

一生懸命取り組んでいます。楽しみにしている夏休みまであと一息、学習のまとめも意識しながら、気を緩める

ことなく子供たちとともに頑張っていきたいと思います。引き続き子どもたちへの見守りや体調管理をよろしく

お願いします。 

7月の予定  今月の目標 『学校をきれいにしましょう』   ※６/30 から B 日課           

月 火 水 木 金 
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お話集会 
 

2  

月曜日課 

345 年下校 14:30 
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委員会 
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にこにこスタンプラリー 

クラスタイム 

6 年のび算(最終) 

7 
 

8 

賞状伝達集会 
 

9 

 
 

10 

クラブ 

11１ 

全短縮 5(スキル無、清掃

有、昼休無) 封筒訓練 

全校奉仕活動 

全下校 14:00 

14 

全短縮 5(スキル無・清掃

有・昼休無) 

全下校 13:45 

15 

全短縮 5(集会無・スキル

無・清掃有) 

全下校 13:45 

16 

全短縮 5(スキル無、清掃

有、昼休無) 給食終了 

全下校 13:45 

17 

全短縮 4  

全下校 11:55 

18 

全短縮 4 

終業式 

全下校 11:55 

21 

海の日 
 

22 

鶴っ子サマースクール 
 

23 

鶴っ子サマースクール 

24 

個人面談 

鶴っ子サマースクール 

25 

個人面談 

鶴っ子サマースクール 

28 

個人面談 

鶴っ子サマースクール 

29 

個人面談 

30 

個人面談 

31 

 

 

第 6 学年 学年だより 7 月号                                              

令和 7 年 6 月３０日発行 

 



【７月の学習予定】 

国語 夏のさかり  デジタル機器と私たち 家庭科 すずしい住まいで快適に 

書写 毛筆「湖」「思いやり」 図工 金属と木チャレンジ 

社会 
天皇を中心とした政治 

貴族が生み出した新しい文化 
体育 保健 

算数 比 音楽 いろいろな音のひびきを味わおう 

理科 生物どうしのつながり GET We love 地球  
★にこにこスタンプラリーとの連携で国語 2学期の「みんなで楽しく過ごすために」と 1学期「時計の時間と心

の時間」を入れ替えております。ご了承ください。 

 

  

 

◆集金について 

 １学期の集金は、６月の集金と校外学習の集金で締めさせて頂きました。会計報告にてお知らせします。 

 ご協力頂き、ありがとうございました。２学期以降もよろしくお願いします。 

 

◆１学期中の課題について 

 １学期中に終わらせるべき課題があります。以下の３点です。 

  ①漢字スキル終了（全ページ丸付け済み） 

  ②漢字チェック表（小テスト１２回・漢字５０問テストの合格） 

  ③ドリルパーク（宿題）未提出の物 

    ④算数プリント 

ご家庭でもサポートをお願いします。 

 

◆タブレットの使用について 

  GIGAスクール構想の実現に向けて、子どもたちは多くの場面でタブレットを活用し、学習や自治活動の幅

を広げてきました。その結果、子どもたちの ICT機器の活用における知識や技能は非常に高いレベルに到達し

ています。ただ、それによる影響か、本来意図していた使い方とは違った方向へ進んでいる児童も散見されま

す。藤小学校では「タブレットは文房具の１つであり、学びのために活用する」という考えのもと、指導を行

っております。学校での取り扱いに関しては、教員が見守っていきますので、ご家庭での使用の場合には、保

護者の方の見守りをお願いします。「遊ぶためのおもちゃ」ではなく「学びのためのツール」として使用できる

よう、また、子どもたちが情報化社会の中でよりよく生きていけるよう、学校と家庭の両面でサポートしてい

きましょう。よろしくお願いいたします。 

 

◆夏休みの詳細については「夏休み特別号」をお読みください。 

 

◆校外学習にいってきました！！！！ 

 

  


